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1. 那珂川沿岸地区
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1.1 現地調査委員会 
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1.1.1 議事次第 
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集合（JR水戸駅 南口）　 9:30

移動（水戸駅～事業所) 9:30～9:50

概要説明 9:50～10:10

移動（事業所～現地) 10:10～10:30

現地調査（６０分）　　 10:30～11:30

移動（現地～事業所，昼食含む） 11:30～13:00

１．説明（４５分） 13:10　～　13:55　

２．質疑応答（６０分） 13:55　～　14:55

室内検討　13:00～15:00

平成２９年度　関東農政局管内国営事業総合技術支援

那珂川沿岸地区　現地調査委員会

議　事　次　第

開催日時  ：平成30年 1月11日（木）

現地調査 　9:30～12:00

５．挨拶（関東農政局　江間地方参事官） 14:55　～　15:00

６．閉会 15:00

１．開会 13:00

２．挨拶（那珂川沿岸農業水利事業所　田中所長） 13:00　～　13:05

３．出席者紹介 13:05　～　13:10

４．議事

（１）斜面配管の施工における斜面部への資材搬入工法の検討

（２）河川内基礎杭の施工における河川堤体や推進管への影響を踏まえた仮設計画の検討
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1.1.2 出席者名簿 
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委 員 長 青　山　　咸　康 京都大学　名誉教授

委    員 佐　藤　　周　之 高知大学 教育研究部 自然科学系 農学部門　准教授

〃 入　江　　正　樹 清水建設株式会社　土木技術本部　上席エンジニア

〃 佐　藤　　靖　彦 西松建設株式会社　技術研究所　主席研究員

農林水産省　関東農政局

江　間　　敏　介 地方参事官（各省調整）

田　村　　和　義 農村振興部　水利整備課　課長補佐

辻　　　　伊一郎 農村振興部　水利整備課　国営第２係長

土地改良技術事務所

佐　藤　　敦　史 専門技術指導官

東　野　　徹　男 専門技術指導官

那珂川沿岸農業水利事業所

田　中　　久　二 所長

栃　木　　能　夫 工事第一課長

谷　崎　　勉 技術専門官

丹　下　　重　俊 工事第１係長

金　城　　信　彦 工事第１係

（一財）日本水土総合研究所

傍　島　　裕　人 主任研究員

井　上　　吉　弘 主任研究員

オブザーバー

伊野波　　秀　房 (株)三祐コンサルタンツ

平成29年度　関東農政局管内国営事業総合技術支援

那珂川沿岸地区　現地調査委員会

出　　　席　　　者　　　名　　　簿
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1.1.3 委員会資料 
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関
東
農
政
局
管
内
国
営
事
業
総
合
技
術
支
援

現
地
調
査
委
員
会
資
料

平
成
3
0
年
1
月
1
1
日

那
珂
川
沿
岸
農
業
水
利
事
業
所
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国
営

事
業

総
合

技
術

支
援

業
務

那
珂

川
沿

岸
地

区

１

検
討
テ
ー
マ

１
藤

井
川

に
架

設
す

る
仮

設
進

入
路

に
つ

い
て

、
基

礎
杭

の
施

工
に

よ
る

河
川

堤
体

や
推

進
管

へ
の

影
響

を
踏

ま
え

た
仮

設
計

画
の

検
討

に
係

る
課

題
と

留
意

点
を

整
理

す
る

。
２

山
林

部
で

の
斜

面
配

管
の

施
工

に
関

し
、

用
地

に
制

約
が

あ
る

中
で

、
斜

面
部

へ
資

材
を

搬
入

す
る

た
め

の
工

法
の

検
討

に
係

る
課

題
と

留
意

点
を

整
理

す
る

。

２
山

林
斜

面
部

１
藤

井
川

横
断

部

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
g
o
o
g
l
e
.
c
o
.
j
p
/
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1
.
 
設

計
条

件

①

畑

②

<
参

考
資

料
P
1
>

２

1
-
1
.
水
那
幹
線
水
路
藤
井
川
横
断
部
実
施
設
計
業
務
の
概
要

(
1
)
 
水

路
名

：
水

那
幹

線
水

路
（

成
沢

吐
水

槽
～

戸
崎

調
圧

水
槽

）
の

中
間

部
（

藤
井

川
横

断
部

）
(
2
)
 
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
形

式
：

セ
ミ

ク
ロ

ー
ズ

ド
タ

イ
プ

(
3
)
 
設

計
延

長
：

2
,
2
4
6
ｍ

(
4
)
 
設

計
流

量
：

0
.
5
1
1
m3
/
s
 
（

8
月

第
3
半

旬
）

(
5
)
 
管

種
管

径
：

D
C
I
P
φ

6
0
0

(
6
)
 
付

帯
工

：
制

水
弁

2
箇

所
、

空
気

弁
工

9
箇

所
、

排
泥

工
3
箇

所

1
-
2
.
 
国
営
事
業
総
合
技
術
支
援
業
務
区
間

テ
ー

マ
①

（
河

川
横

断
）

：
藤

井
川

左
岸

へ
の

重
機

・
資

材
を

搬
入

す
る

た
め

の
仮

設
進

入
路

が
必

要
テ

ー
マ

②
（

斜
面

部
）

：
現

地
盤

の
傾

斜
は

1
4
°

を
超

え
る

た
め

、
斜

面
に

対
応

し
た

仮
設

工
が

必
要
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低
平

地

斜
面

丘
陵

地

1
.
 
設

計
条

件

３

1
-
3
.
 
地
形
・
地
質

（
１
）
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

設
計

区
間

は
大

ま
か

に
低

平
地

、
斜

面
、

丘
陵

地
と

分
類

さ
れ

、
各

地
域

の
地

層
と

地
下

水
の

状
況

は
下

表
の

と
お

り
で

あ
る

。

過
年

度
工

事
（

上
流

）
に

お
い

て
、

地
下

水
が

湧
出

（
流

出
量

は
4
2
㍑

/
分

）

東
茨

城
台

地
（

那
珂

川
右

岸
段

丘
）

斜
面

中
腹

に
露

頭
す

る
硬

質
泥

岩
。

表
面

は
容

易
に

崩
せ

る
固

さ

G
L
-
3
.
0
 
～

 
-
9
.
7
0
m
で

確
認

低
平

地

斜
面

丘
陵

地

地
層

地
下

水
地

域

沖
積

層
の

腐
食

土
・

粘
性

土
で

Ｎ
値

１
の

軟
弱

地
盤

洪
積

地
盤

段
丘

礫
層

の
上

に
表

層
0
.
8
～

3
.
0
m
の

層
厚

洪
積

層
上

に
ロ

ー
ム

層
で

Ｎ
値

４
の

軟
弱

地
盤

G
L
-
0
.
2
0
 
～

 
-
1
.
3
0
m
で

確
認

基
盤

岩
層

と
表

層
付

近
か

ら
湧

水
を

確
認

低
平

地

斜
面

<
参

考
資

料
P
2
～

P
8
>
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1
.
 
設

計
条

件

1
-
3
.
 
地
形
・
地
質

（
２
）
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

ボ
ー

リ
ン

グ
調

査
を

補
足

す
る

た
め

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
調

査
（

Ｎ
値

）
を

行
っ

た
。

調
査

の
結

果
、

低
平

地
で

は
貫

入
深

さ
８

m
ま

で
は

Ｎ
値

４
前

後
、

斜
面

部
で

は
貫

入
深

さ
１

m
程

度
か

ら
Ｎ

値
４

以
上

の
値

を
示

し
た

。

<
参

考
資

料
P
2
～

P
8
>

0.
0

4.
0

8.
0

12
.0

16
.0

20
.0

0.
00

1.
00

2.
00

3.
00

4.
00

5.
00

6.
00

7.
00

8.
00

9.
00

10
.0
0

藤
井

川
横

断
部

／
サ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

試
験

・
Ｎ

値
分

布

H
29

Sー3
H
29

Sー4
H
28

Sー1
H
28

Sー2
H
28

Sー3
H
29

Sー5

低
平

地
斜

面

Ｎ
値

ｍ

４

深
度
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1
.
 
設

計
条

件

５

1
-
4
.
 
現
場
の
諸
条
件

1
-
5
.
 
藤
井
川
左
岸
部
の
工
事
内
容

1
)
 
仮

設
道

路
2
)
 
推

進
工

（
さ

や
管

方
式

φ
8
0
0
m
m）

（
到

達
立

抗
の

仮
設

材
含

む
）

L
=
1
0
7
m

3
)
 
低

平
地

部
配

管
φ

6
0
0
m
m

L
=
1
5
0
m

4
)
 
斜

面
部

配
管

φ
6
0
0
m
m

L
=
2
2
1
m

1
-
6
.
 
工
程

工
程

計
画

は
1
0
.
5
ヶ

月
を

予
定

 
①

 
推

進
位

置
　

　
　

　
　

　
　

協
議

済
み

（
同

意
）

 
①

 
計

画
路

線
は

、
用

地
境

界
に

寄
せ

る
こ

と

 
②

 
河

積
に

対
す

る
阻

害
率

　
　

５
％

以
下

 
②

 
立

木
の

伐
採

は
、

最
小

限
に

す
る

こ
と

 
③

 
出

水
期

の
仮

設
橋

存
置

　
　

可

 
④

 
Ｈ

鋼
杭

の
堤

体
内

打
設

　
　

可

 
⑤

 
Ｈ

鋼
杭

の
引

抜
き

後
　

　
　

堤
体

内
は

ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
ﾐ
ﾙ
ｸ
で

穴
埋

め

 
⑥

 
堤

防
道

路
の

通
行

止
め

　
　

不
可

（
仮

廻
し

道
の

設
置

）

 
⑦

 
左

岸
の

築
堤

計
画

　
　

　
　

な
し

河
川

横
断

部
斜

面
部

<
参

考
資

料
P
9
～

P
1
1
>

<
参

考
資

料
P
1
2
>
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2
.
 
現

場
の

特
徴

・
課

題
と

対
応

６

2
-
1
.
 
河
川
横
断
工
（
仮
設
進
入
路
）

特
徴

：
藤

井
川

左
岸

は
河

川
と

山
林

に
挟

ま
れ

た
農

地
→

 
左

岸
側

へ
大

型
車

が
進

入
で

き
る

道
路

が
な

い
課

題
：

左
岸

へ
進

入
す

る
た

め
仮

設
進

入
路

が
必

要
→

河
川

工
作

物
許

可
基

準
の

も
と

、
経

済
性

・
施

工
性

を
踏

ま
え

た
河

川
横

断
工

の
検

討
が

必
要

対
応

：
出

水
期

も
通

行
可

能
と

す
る

仮
橋

計
画

を
策

定

急
カ

ー
ブ

道
路

が
狭

い

河
川

横
断

工

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
g
o
o
g
l
e
.
c
o
.
j
p
/
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2
.
 
現

場
の

特
徴

・
課

題
と

対
応

７

2
-
2
.
 
斜
面
工

特
徴
：

計
画

路
線

は
山

林
（

斜
面

）
→

 
立

木
伐

採
の

範
囲

を
最

小
限

に
す

る
必

要
（

借
地

範
囲

８
ｍ

程
度

）

課
題

：
用

地
制

約
が

あ
り

、
施

工
の

た
め

の
仮

設
道

路
が

造
れ

な
い

→
 
経

済
性

・
施

工
性

を
踏

ま
え

た
斜

面
運

搬
路

の
検

討
が

必
要

対
応

：
８

ケ
ー

ス
の

施
工

方
法

を
検

討
し

、
イ

ン
ク

ラ
イ

ン
計

画
を

策
定

畑

借
地

範
囲

８
ｍ

程
度
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到
達

立
抗

部

①

発
進

立
抗

部

3
.
 
検

討
テ

ー
マ

１
（

仮
設

進
入

路
）

８

3
-
1
.
 
進
入
路
計
画

藤
井

川
左

岸
側

へ
進

入
で

き
る

既
存

道
は

、
市

道
幹

線
3
4
号

か
ら

市
道

2
8
号

に
入

る
ル

ー
ト

で
、

路
線

の
現

状
は

下
表

の
通

り
で

あ
る

。

路
線

の
現

状
か

ら
大

型
車

の
進

入
路

は
困

難
と

判
断

す
る

。
よ

っ
て

、
藤

井
川

左
岸

へ
の

進
入

は
藤

井
川

右
岸

か
ら

と
し

、
河

川
横

断
を

計
画

す
る

。

右
側

に
は

ブ
ロ

ッ
ク

積
み

擁
壁

（
上

部
は

墓
地

）
幅

員
2
.
7
0
m

写
真

右
側

に
は

お
地

蔵

民
家

現
状

①
 
市

道
幹

線
3
4
号

と
市

道
2
8
号

の
交

差
す

る
角

度
が

急
で

あ
る

②
 
市

道
幹

線
3
4
号

の
幅

員
は

6
.
0
m
で

、
水

道
が

埋
設

さ
れ

て
い

る
③

 
市

道
2
8
号

の
幅

員
は

3
.
5
～

5
.
0
m
で

あ
り

、
西

側
で

9
0
°

曲
が

っ
た

以
降

は
幅

員
2
.
7
m
と

な
る

④
 
市

道
2
8
号

の
南

側
に

は
近

接
し

て
民

家
、

右
側

の
ブ

ロ
ッ

ク
積

上
部

に
は

墓
地

が
あ

る
⑤

 
市

道
2
8
号

の
道

路
下

に
は

、
水

道
、

地
域

排
水

管
、

集
落

排
水

管
が

埋
設

さ
れ

て
い

る

①

②

④
③
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現
況

左
岸

部
は

無
堤

3
.
 
検

討
テ

ー
マ

１
（

仮
設

進
入

路
）

９

3
-
2
 
藤
井
川
計
画
堤
防
断
面

藤
井

川
計

画
堤

防
断

面
は

、
河

川
協

議
書

よ
り

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

標
準

断
面

図

左
岸

右
岸
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3
.
 
検

討
テ

ー
マ

１
（

仮
設

進
入

路
）

1
0

3
-
3
.
 
藤
井
川
横
断
工
法
の
検
討

藤
井

川
左

岸
へ

の
横

断
方

法
に

つ
い

て
、

仮
橋

工
法

及
び

仮
水

路
（

ハ
ウ

エ
ル

管
）

工
法

の
２

案
に

つ
い

て
比

較
検

討
を

行
っ

た
。

結
果

（
下

表
）

、
仮

水
路

工
法

（
ハ

ウ
エ

ル
管

）
は

、
出

水
期

に
撤

去
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
経

済
性

や
工

期
へ

の
影

響
か

ら
不

利
と

な
る

。

仮
橋
工
法
を
採
用

ハ
ウ

エ
ル

管
：

耐
圧

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

リ
ブ

管
J
I
S
 
K
 
6
7
8
0

<
参

考
資

料
P
1
3
～

P
1
7
>

・
水

量
Q=
43
.3
 m

3 ／
S
（

非
出

水
期

）
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3
.
 
検

討
テ

ー
マ

１
（

仮
設

進
入

路
）

1
1

3
-
4
.
 
仮
橋
計
画

藤
井

川
横

断
は

、
河

川
軸

直
角

方
向

と
す

る
。

H
6
 
B
r
.
 
N
o
.
9

H
2
8
 
B
r
.
 
N
o
.
1

藤
井
川
右
岸

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
g
o
o
g
l
e
.
c
o
.
j
p
/
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3
.
 
検

討
テ

ー
マ

１
（

仮
設

進
入

路
）

1
2

3
-
5
.
 
河
川
横
断
部
の
地
質
想
定
図
の
整
理

<
参

考
資

料
P
3
>
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3
.
 
検

討
テ

ー
マ

１
（

仮
設

進
入

路
）

1
3

3
-
6
.
 
土
質
定
数
の
評
価

H
6
及

び
H
2
8
の

室
内

試
験

で
得

ら
れ

た
全

て
の

試
験

結
果

を
縦

軸
に

深
度

、
横

軸
に

強
度

と
し

て
グ

ラ
フ

に
プ

ロ
ッ

ト
し

て
深

度
分

布
を

各
物

性
値

ご
と

に
整

理
し

た
。

・
湿
潤

密
度

は
、

H
6
時

点
デ

ー
タ

（
A
c
上

部
●

、
A
p●

、
A
c
中

部
●

、
A
s●

、
A
c
下

部
●
)
と

大
き

く
差

異
は

な
く

、
ほ

ぼ
整

合
し

た
結

果
を

示
し

た
。

・
粘

着
力

、
せ

ん
断

抵
抗

角
は

、
結

果
と

し
て

バ
ラ

ツ
キ

が
大

き
い

値
を

示
し

た
。

H
2
8

H
6

B
r.
N

o
.1

B
r.
N

o.
9

H
6
 
A
c

H
6 
A
p

B
A
c

A
g
3

線
形

（
粘
性

土
近
似

曲
線

）

H
2
8
 
A
c

H
28
 
A
s

Ap
A
g
1

B
R

-
25

.0
-2

5
.0

-
2
5
.0

-
15

.0
-1

5
.0

-
1
5
.0

-5
.0

-
5
.0

-
5
.0

2
0

25
3
0

-
30

.0
-3

0
.0

-
3
0
.0

-
20

.0
-2

0
.0

-
2
0
.0

-
10

.0
-1

0
.0

-
1
0
.0

0
0

0

4
0

4
5

1
0

1
5

3
5

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

20
1

1
.5

2
2
.5

1
0

B
B A
g1

A
c

A
c

A
c

A
c

A
s

A
p

A
s

A
g3

B
R

湿
潤

密
度

pt
（
g/

c
m

3
)

A
c

粘
着

力
C

u
 （

kN
/
m

2
)

せ
ん

断
抵

抗
角

φ
 （

°
)

Y
=
6
0
x-
10
2.
5
7

R
2
=
0
.9
4
53

Y
=
-
0
.1
2
13
x-
1.
8
97
9

R
2
=
0
.2
8
15

湿
潤

密
度

深
度

分
布

図
粘

着
力

深
度

分
布

図
せ

ん
断

抵
抗

角
深

度
分

布
図
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各
層

の
せ

ん
断

強
度

設
定

結
果

単
位

体
積

重
量

設
定

結
果

各
層

の
設

計
N
値

設
定

結
果

3
.
 
検

討
テ

ー
マ

１
（

仮
設

進
入

路
）

1
4

3
-
6
.
 
土
質
定
数
の
評
価

土
質

定
数

の
設

定
に

使
用

す
る

試
験

値
に

バ
ラ

ツ
キ

が
認

め
ら

れ
た

た
め

、
試

験
デ

ー
タ

を
整

理
し

、
統

計
処

理
法

を
適

用
し

た
。

1
）

統
計

処
理

法
に

つ
い

て
①

平
均

値
：

バ
ラ

ツ
キ

の
範

囲
が

小
さ

い
場

合
に

簡
便

で
有

効
な

方
法

で
あ

る
②

最
小

値
：

安
全

側
過

ぎ
る

可
能

性
が

あ
る

（
過

大
設

計
）

③
標

準
偏

差
に

よ
る

統
計

処
理

：
バ

ラ
ツ

キ
を

考
慮

し
た

設
定

と
な

る
本

件
で

は
、

①
法

ま
た

は
③

法
を

採
用

す
る

こ
と

と
し

、
③

法
の

統
計

処
理

方
法

は
下

式
（

土
質

デ
ー

タ
の

バ
ラ

ツ
キ

と
設

計
（

公
社

）
地

質
工

学
会

）
を

適
用

し
た

。
設

定
値

＝
平

均
値

－
（

標
準

偏
差

（
σ

n
）

/
 
2
 
）

2
)
変

形
係

数
設

定
方

法
は

、
設

計
N
値

を
用

い
て

、
「

柔
構

造
樋

門
設

計
P
7
9
」

に
示

さ
れ

る
下

式
よ

り
算

定
す

る
。

E
 
=
 
7
0
0
N
 
(
k
N
/
m
2
)
 
≒

 
0
.
7
N
 
(
M
N
/
m
2
)
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3
.
 
検

討
テ

ー
マ

１
（

仮
設

進
入

路
）

1
5

3
-
6
.
 
土
質
定
数
の
評
価

3
)
統

計
処

理
結

果
統

計
処

理
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
土

質
定

数
一

覧
表

を
下

に
示

す
。

土
質

定
数

一
覧

表
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3
.
 
検

討
テ

ー
マ

１
（

仮
設

進
入

路
）

1
6

バ
イ

ブ
ロ

ハ
ン

マ
ー

仕
様

ク
ロ

ー
ラ

ク
レ

ー
ン

の
作

業
半

径
と

吊
り

能
力

3
6
.
5

3
0
0

2
0
0

2
0

3
5
.
2

採
用

2
4

3
1
.
5

1
0
0

1
2

規
格

(
t
o
n
)

作
業

半
径

(
m
)

吊
り

能
力

(
t
o
n
)

備
考

3
-
7
.
 
設
計

1
)
 
重

機
の

選
定

重
機

の
選

定
は

、
「

道
路

土
工

仮
設

構
造

物
指

針
」

に
準

拠
す

る
。

H
型

綱
引

抜
き

時
の

荷
重

を
最

大
と

し
、

バ
イ

ブ
ロ

ハ
ン

マ
ー

9
0
K
W
級

を
使

用
す

る
も

の
と

す
る

。
・

吊
上

げ
荷

重
：

バ
イ

ブ
ロ

自
重

＋
杭

自
重

＋
起

振
力

1
/
4
 
 
 
6
.
6
 
+
 8
.
9
 
+
 
6
7
.
7
 
×

1/
4
 
=
 
3
2
.
5
t

径
間

長
タ

イ
プ

の
比

較
検

討
を

行
っ

た
結

果
、

阻
害

率
及

び
経

済
性

か
ら

タ
イ

プ
２

(
1
2
.
0
m径

間
×

3
径

間
）

を
採

用
す

る
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
g
o
r
a
e
x
.
c
o
m
/
r
e
n
t
a
l
/
d
a
t
a
.
p
h
p
?
0
3
-
0
0
0
0
=
0
0
0
2
&
0
4
-
0
0
0
0
=
0
0
1
1
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3
.
 
検

討
テ

ー
マ

１
（

仮
設

進
入

路
）

1
7

3
-
7
.
 
設
計

2
)
 
上

部
工

設
計

(
1
)
 
積

載
荷
重

・
2
0
0
t
ク

ロ
ー

ラ
ク

レ
ー

ン
車

両
重

量
：

W
=
2
0
5
0
.
0
 
k
N

・
吊

り
荷

重
：

T
=
3
4
0
.
0
 
k
N

シ
ュ

ー
に

作
用

す
る

荷
重

W
1
=
4
4
0
.
0
9
 
k
N
/
㎡

(斜
方

吊
）

(
2
)
 
主

桁
の

計
算

結
果

使
用

部
材

：
H
1
2
7
3
×

3
5
0
×

1
0
×

2
9
(
M
6
B
+
M
6
B
)

・
最

大
曲

げ
モ

ー
メ

ン
ト

：
M
m
a
x
=
 
3
7
7
0
.
8
7
 
k
N
・

m
 
（

斜
方

吊
）

・
最

大
せ

ん
断

力
：

S
m
a
x

=
 
1
3
0
9
.
7
6
 
k
N

（
斜

方
吊

）
判

定
結

果
は

以
下

の
通

り
。

ク
ロ

ー
ラ

ク
レ

ー
ン

（
斜

方
吊

）

中
間

部
断

面

≦ ≦ ≦
O
K

O
K

た
わ

み
 
δ

m
a
x
 
(
m
)

2
9
1

1
0
7

0
.
0
2
4

1
8
0

0
.
0
2
5

せ
ん

断
応

力
度

 
τ

 
(
N
/
m
m
2
)

曲
げ

引
張

応
力

度
 
σ

b
 
(
N
/
m
m
2
)

応
力

度
名

称
判

定

O
K

許
容

応
力

度

3
1
5
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A
p

A
c A
g
1 A
c

A
g
3 B
R

3
.
 
検

討
テ

ー
マ

１
（

仮
設

進
入

路
）

1
8

3
-
7
.
 
設
計

3
)
 
下

部
工

設
計

下
部

工
は

、
「

土
木

（
道

示
・

首
公

・
仮

設
指

針
）

」
に

準
拠

す
る

。
径

間
長

1
2.

0
m×

3径
間

、
幅

員
8.
0
m

使
用

部
材

・
使

用
部

材
：

H
-
5
0
0
×

5
0
0
×

2
5
×

2
5

・
根

入
れ

長
：

2
7
.
0
m
（

杭
長

：
2
9
.
5
m
）

B
R

B
R
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3
.
 
検

討
テ

ー
マ

１
（

仮
設

進
入

路
）

1
9

3
-
7
.
 
設
計

4
)
 
支

柱
杭

計
算

(
1
)
 
支

柱
杭

の
作

用
力

・
軸

力
：

2
0
6
8
.
3
0
2
 
(
k
N
)

・
水

平
力

：
3
5
8
.
5
0
0
 
(
k
N
)

(
2
)
 
水

平
力

に
よ

る
曲

げ
モ

ー
メ

ン
ト

・
支

柱
杭

1
本

に
作

用
す

る
水

平
力

：
7
1
.
7
0
0
 
(
K
N
)

・
最

大
曲

げ
モ

ー
メ

ン
ト

：
M
=
 
3
6
2
.
9
0
0

(
k
N
・

m
)

(
3
)
 
支

柱
杭

の
座

掘
計

算

・
σ

c
/
σ

c
a
z
+
σ

b
c
z
/
{
σ

b
a
o
×

(
1
-
σ

c
/
σ

e
a
z
)
}
 
=
0
.
6
9
9
≦

1
.
0
0
0

・
・

・
O
K

・
σ

c
+
σ

b
c
z
/
(
1
-
σ

c
/
σ

e
a
z
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
=
1
2
8
.
0
0
6
≦

2
1
0
.
0
0
0
・

・
・

O
K

(
4
)
 
支

柱
杭

の
支

持
力

支
柱

杭
に

作
用

す
る

最
大

軸
力

・
N
m
a
x
=
 
2
0
6
8
.
3
0
2
 
≦

 
2
2
3
3
.
7
5
0
 
(
k
N
)
 
・

・
・

O
K

5
)
 
阻

害
率

の
確

認

河
川

内
に

Ｈ
形

鋼
材

（
H
-
5
0
0
）

を
打

設
す

る
こ

と
か

ら
、

河
積

に
対

す
る

阻
害

の
確

認
を

行
う

。

通
水

断
面

（
河

積
）

1
1
3
.
3
 
㎡

阻
害

面
積

4
.
3
 
㎡

阻
害

率
3
.
8
%

≦
5
%
・

・
・

O
K
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４
５

°

２
５

．
３

ｍ

▽
2
.
6
8
0
ｍ

▽
Ｇ

Ｌ
8.
2
3
ｍ

土
被

り
5.
2
3
m

推
進

管
φ

8
0
0（

さ
や

管
）

内
挿

管
φ

6
0
0

Ｈ
形

鋼
杭

5
0
0
×

5
0
0
→

Ｌ
＝

2
9
.
5
m

（
根

入
長

2
7
.
0
m
）

3
.
 
検

討
テ

ー
マ

１
（

仮
設

進
入

路
）

2
0

3
-
7
.
 
設
計

6
)
 
推

進
管

と
の

離
隔

仮
橋

杭
引

抜
き

時
の

影
響

が
推

進
管

へ
及

ば
な

い
よ

う
、

離
隔

を
確

保
す

る
。

影
響

範
囲

の
予

測
は

、
「

道
路

土
工

（
仮

設
構

造
物

指
針

）
」

に
準

拠
し

以
下

の
式

で
求

め
る

。
・

4
5
°

+
 
φ

/
2

な
お

、
本

地
層

は
粘

性
土

で
あ

る
こ

と
を

考
慮

し
、

杭
先

端
か

ら
4
5
°

（
φ

=
0
）

の
影

響
線

と
す

る
。

よ
っ

て
、

推
進

管
と

仮
橋

中
心

と
の

離
隔

は
、

下
図

の
と

お
り

2
5
.
3
m
と

す
る

。

Ⅰ
：

仮
設
構

造
物

の
施

工
に

よ
る

地
盤

変
形

の
影

響
が

及
ば

な
い

と
考

え
ら

れ
る

範
囲

Ⅱ
：

仮
設
構

造
物

の
施

工
に

よ
る

地
盤

変
形

の
影

響
が

及
ぶ

と
考

え
ら

れ
る

範
囲

道
路

土
工

（
仮

設
構

造
物

指
針

）
P
5
9

Ⅰ
Ⅱ

L

4
5
°
+
φ
／
2

土
留
壁
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3
.
 
検

討
テ

ー
マ

１
（

仮
設

進
入

路
）

3
-
8
.
 
施
工
計
画

仮
橋

の
施

工
は

、
1
径

間
毎

で
、

杭
打

設
→

上
部

工
設

置
の

繰
り

返
し

作
業

と
す

る
。

2
1
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４
．

検
討

テ
ー

マ
２

（
斜

面
工

）

2
2

4
-
1
.
 
斜
面
部
の
仮
設
線
形

①②③④

⑤

⑥

畑

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
g
o
o
g
l
e
.
c
o
.
j
p
/
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⑥
上

段
部

４
．

検
討

テ
ー

マ
２

（
斜

面
工

）

2
3

4
-
2
.
 
周
辺
状
況
写
真

①
低

平
地

部
～

下
段

部
②

下
段

部
③

中
段

部

⑤
上

段
部

斜
面

下
④

中
段

部
上

斜
面
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４
．

検
討

テ
ー

マ
２

（
斜

面
工

）

2
4

4
-
3
.
 
地
質
想
定
図
の
整
理
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４
．

検
討

テ
ー

マ
２

（
斜

面
工

）

2
5

4
-
4
.
 
地
形
、
地
質

○
地
質

お
よ

び
地

下
水

位
に

つ
い

て
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

地
下

水
は

、
基

盤
岩

層
に

沿
っ

て
湧

水
が

流
出

し
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

。

○
現

地
盤

の
傾

斜
角

は
、

1
.
4
°

～
1
4
.
3
°

で
あ

る
。

表
層

 B
、

ロ
ー

ム
層

 L
m（

N値
4）

H6
Br

.N
o.

6で
GL

.-
0.

2、
EL

.1
0.

9m

－

中
段

斜
面

表
層

 B
、

段
丘

礫
層

 T
g（

N値
33

）

－－

段
　

丘
H6

Br
.N

o.
10

で
GL

.-
9.

7、
EL

.3
1.

0m

低
平

地

下
段

斜
面

上
段

斜
面

地
下

水
地

域

表
層

 B
、

腐
食

土
層

 A
p（

N値
1）

表
層

 B
、

基
盤

岩
層

 B
R（

N値
50

以
上

）

地
質
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４
．

検
討

テ
ー

マ
２

（
斜

面
工

）

2
6

4
-
5
.
 
斜
面
工
の
工
法
比
較

斜
面

部
の

施
工

に
つ

い
て

、
８

ケ
ー

ス
の

施
工

方
法

を
検

討
し

、
森

林
の

伐
採

範
囲

、
経

済
性

お
よ

び
施

工
性

か
ら

比
較

検
討

を
行

っ
た

。
検

討
の

結
果

、
軌

道
（

イ
ン

ク
ラ

イ
ン

4
t
級

巻
き

上
げ

ウ
イ

ン
チ

）
に

よ
る

施
工

が
最

適
と

な
っ

た
。

斜
面

工
の

工
法

比
較

概
要

表

ケ
ー

ス
１

ケ
ー

ス
２

ケ
ー

ス
３

ケ
ー

ス
４

ケ
ー

ス
５

ケ
ー

ス
６

ケ
ー

ス
７

ケ
ー

ス
８

バ
ッ

ク
ホ

ウ
0
.
6
0
ｍ

3
タ

ワ
ー

ク
レ

ー
ン

1
8
0
t

タ
ワ

ー
ク

レ
ー

ン
9
0
0
t

モ
ノ

レ
ー

ル
超

ロ
ン

グ
ア

ー
ム

B
H
0
.
3
5
m
3
級

ク
ロ

ー
ラ

ク
レ

ー
ン

8
0
t
級

索
道

（
ケ

ー
ブ

ル
ク

レ
ー

ン
3
t
級

）
軌

道
（

イ
ン

ク
ラ

イ
ン

4
t
級

巻
き

上
げ

ウ
イ

ン
チ

）

森
林

面
積

5
,
7
3
0
m
2

2
,
5
6
4
m
2

2
,
0
7
4
m
2

4
,
0
2
9
m
2

3
,
9
0
6
m
2

2
,
5
6
5
m
2

1
,
1
3
1
m
2

1
,
7
4
0
m
2

8
位

4
位

3
位

7
位

6
位

5
位

1
位

2
位

広
い

狭
い

狭
い

や
や

広
い

や
や

広
い

狭
い

狭
い

狭
い

概
算

工
事

費
7
1
,
9
6
3
千

円
1
6
4
,
6
7
6
千

円
2
6
8
,
3
3
6
千

円
1
0
4
,
5
9
4
千

円
6
3
,
8
9
0
千

円
1
0
0
,
6
8
2
千

円
8
1
,
5
0
5
千

円
6
2
,
9
8
8
千

円

及
び

補
償

費
1
3
,
5
7
7
千

円
6
,
8
2
0
千

円
5
,
7
7
5
千

円
9
,
9
5
2
千

円
9
,
6
9
5
千

円
6
,
8
2
0
千

円
3
,
7
7
0
千

円
5
,
0
0
8
千

円

合
計

額
8
5
,
5
4
0
千

円
1
7
1
,
4
9
6
千

円
2
7
4
,
1
1
1
千

円
1
1
4
,
5
4
6
千

円
7
3
,
5
8
5
千

円
1
0
7
,
5
0
2
千

円
8
5
,
2
7
5
千

円
6
7
,
9
9
6
千

円

評
価

4
位

7
位

8
位

6
位

2
位

5
位

3
位

1
位

仮
設

工
が

大
が

か
り

と
な

る
。

仮
設

工
が

大
が

か
り

と
な

る
。

重
機

運
搬

・
組

み
立

て
、

解
体

等
の

作
業

に
工

期
を

要
す

る
。

作
業

性
に

や
や

劣
る

。
作

業
性

も
良

い
。

△
×

×
×

△
△

△
○

施
工

方
法

施
工

性

総
合

評
価

伐 採 範 囲項
目

評
価

経 済 性

<
参

考
資

料
P
1
8
～

P
1
9
>
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４
．

検
討

テ
ー

マ
２

（
斜

面
工

）

2
7

4
-
6
.
 
設
計

イ
ン

ク
ラ

イ
ン

の
設

計
は

、
「

ダ
ム

・
堰

施
設

技
術

基
準

（
案

）
」

に
準

拠
す

る
も

の
と

す
る

。
1
)
 
設

計
条

件
・

台
車

自
重

：
W
1
 
=

3
.
9
 
k
N
（

2
0
0
k
g
×

2
台

車
）

・
最
大

積
載

荷
重

：
W
2
 
=
 
 
7
.
8
 
k
N
（

8
0
0
k
g
・

6m
/
本

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

φ
6
0
0
m
m
）

・
勾
配

×
斜

長
：

θ
 
=
 
1
1
°

(
7
.
5
°

～
1
4
.
2
°

)
 
×

22
0
m

・
ワ

イ
ヤ

ー
ロ

ー
プ

仕
様

I
W
R
C
6
×

P
・

W
S
(
3
6
)
 
φ

1
2
m
m
 
B
種

単
位

重
量

：
6
9
.
6
N
/
m

2
)
静

荷
重

W
（

ワ
イ

ヤ
ー

ロ
ー

プ
掛

け
数

は
1
本

掛
け

）
W
 
=
 
(
W
1
+
W
2
)
/
ロ

ー
プ

掛
数

×
(
s
i
nθ

+
α

×
c
o
s
θ

)
+
ワ

イ
ヤ

ー
重

量
×

(
s
i
n
θ

+
β

×
c
o
s
θ

)
=
 
(
3
.
9
+
7
.
8
)
/
1
×

(
s
i
n
1
1
+
1
/
6
0
×

c
o
s
1
1
)
+
0
.
0
6
9
6
×

2
2
0
×

(
s
i
n
1
1
+
1
/
1
0
×

c
o
s
1
1
)

=
 
 
8
.
5
7

3
)
 
ワ

イ
ヤ

ー
ロ

ー
プ

の
計

算
ワ

イ
ヤ

ー
ロ

ー
プ

の
安

全
率

・
・

・
6倍

以
上

ワ
イ

ヤ
ー

ロ
ー

プ
径

φ
1
2
m
m
、

B
種

の
破

断
荷

重
9
7
.
2
 
k
N
（

メ
ー

カ
ー

値
）

S
 
=
 
9
7
.
2
/
8
.
5
7
 
 
=
 
 
1
1
.
3
 

＞
6

・
・

・
O
K

4
)
 
巻

上
機

出
力

の
選

定
シ

ー
ブ

効
率

η
 
=
 
0
.
9
6

巻
上

機
に

作
用

す
る

力
W
A
=
 
8
.
5
7
×

1
 
=
 
8
.
5
7
 
k
N

巻
上

機
速

度
V
 
=
 
3
0
×

1
 
=
 
3
0
m
/
m
i
n

動
荷

重
F
 
=
 
W
A
/
η

 
=
 
8
.
5
7
/
0
.
9
6
 
=
 
8
.
9
3
 
k
N

巻
上

装
置

効
率

η
 
=
 
0
.
8
5

電
動

機
出

力
k
W
 
=
 
F
×

V
/
(
6
0
・

η
 
=
 
8
.
9
3
×

3
0
/
(
6
0
×

0
.
8
5
 
=
 
5
.
3
 
k
W
 
＜

5.
5
 
k
W
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４
．

検
討

テ
ー

マ
２

（
斜

面
工

）

2
8

4
-
6
.
 
設
計

5
)
 
シ

ー
ブ

径
の

選
定

ロ
ー

プ
径

の
2
0
倍

・
シ

ー
ブ

径
D
 
=
1
2
×

2
0
 
=
 
2
4
0
m
m

6
)
 
シ

ー
ブ

ア
ン

カ
ー

ブ
ロ

ッ
ク

の
計

算
作

用
水

平
力

W
 
=
 
1
0
.
0
 
k
N

（
巻

上
機

よ
り

）
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ア
ン

カ
ー

規
模

：
1
.
5
m
×

1
.
5
m
×

1
.
0
m

コ
ン

ク
リ

ー
ト

自
重

：
5
1
.
7
 
k
N

コ
ン

ク
リ

ー
ト

と
地

盤
と

の
摩

擦
係

数
：

0
.
6

抵
抗

力
R
H
：

5
1
.
7
×

0
.
6
 
=
 
3
1
.
0
 
k
N

安
全

率
F
 
=
 
3
1
.
0
/
1
0
 
=
 
3
.
1
 
＞

1
.
5
 
 
・

・
・

O
K
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４
．

検
討

テ
ー

マ
２

（
斜

面
工

）

2
9

4
-
7
.
 
施
工
計
画

・
上

段
部

か
ら

伐
採

・
伐

採
後

は
、

バ
ッ

ク
ホ

ウ
0
.
4
5
m3
級

で
整

形
し

不
整

地
運

搬
車

の
通

路
を

確
保

す
る

・
掘

削
開

口
の

右
側

に
ｲ
ﾝ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾝ
を

設
置

→
 
 
軌

道
レ

ー
ル

、
ウ

イ
ン

チ
、

中
間

シ
ー

ブ
、

主
シ

ー
ブ

、
ワ

イ
ヤ

・
据

付
は

、
下

段
か

ら
行

い
、

イ
ン

ク
ラ

イ
ン

で
管

材
を

運
搬

す
る

・
据

付
け

は
ク

レ
ー

ン
付

バ
ッ

ク
ホ

ウ
0
.
4
5
m
3
級

で
行

う

・
埋

戻
土

を
不

整
地

運
搬

車
で

運
搬

し
埋

戻
を

行
う

。

・
上

段
部

か
ら

下
段

ま
で

バ
ッ

ク
ホ

ウ
0
.
4
5
m3
級

で
掘

削
・

掘
削

土
は

、
不

整
地

運
搬

車
で

下
段

部
へ

搬
出

・
据

付
は

、
下

段
か

ら
行

い
、

イ
ン

ク
ラ

イ
ン

で
管

材
を

運
搬

す
る

・
据

付
け

は
ク

レ
ー

ン
付

バ
ッ

ク
ホ

ウ
0
.
4
5
m
3
級

で
行

う

・
掘

削
開

口
の

右
側

に
ｲ
ﾝ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾝ
を

設
置

→
 
 
軌

道
レ

ー
ル

、
ウ

イ
ン

チ
、

中
間

シ
ー

ブ
、

主
シ

ー
ブ

、
ワ

イ
ヤ

・
据

付
は

、
下

段
か

ら
行

い
、

イ
ン

ク
ラ

イ
ン

で
管

材
を

運
搬

す
る

→
ク

レ
ー

ン
付

バ
ッ

ク
ホ

ウ
0
.
4
5
m3
級

で
据

付
を

行
う

立
木

伐
採

掘
削

ｲ
ﾝ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾝ
設

置

ダ
ク

管
据

付

埋
戻

斜
面

部
の

施
工

<
参

考
資

料
P
2
3
>
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１
．

経
済

性
仮

橋
工

法
を

採
用

仮
橋

方
式

１
.
０

＜
仮

水
路

方
式

１
.
１

２
．

施
工

性
仮

橋
工

法
を

採
用

①
阻

害
率

及
び

仮
設

存
置

（
出

水
期

）
の

条
件

を
満

足
す

る
計

画
を

採
用

し
た

②
Ｈ

鋼
杭

と
推

進
管

と
の

離
隔

長
を

確
保

し
た

③
Ｈ

鋼
杭

引
き

抜
き

後
は

、
セ

メ
ン

ト
ミ

ル
ク

を
注

入
す

る
こ

と
と

し
た

３
．

許
可

基
準

の
チ

ェ
ッ

ク
（

１
）

阻
害

率
３

.
８

％
≦

５
％

･
･･

ｏ
ｋ

（
２

）
出

水
期

（
6
/
1
～

1
0
/
3
1
)
の

仮
橋

存
置

工
程

計
画

か
ら

存
置

す
る

･
･
･

ｏ
ｋ

（
３

）
Ｈ

鋼
杭

の
堤

体
内

打
設

仮
橋

の
径

間
割

か
ら

堤
体

内
打

設
あ

り
･･
･

ｏ
ｋ

５
．

課
題

と
対

応
の

整
理

3
0

5
-
1
.
 
検
討
テ
ー
マ
１

（
仮
設
進
入
路
）

河
川

に
架

設
す

る
仮

設
進

入
路

に
つ

い
て

、
基

礎
杭

の
施

工
に

よ
る

河
川

堤
体

や
推

進
管

へ
の

影
響

を
踏

ま
え

た
仮

設
計

画
の

検
討

に
係

る
課

題
と

留
意

点
を

整
理

す
る

。

１
．

主
な

許
可

基
準

（
１

）
阻

害
率

河
積

阻
害

率
は

５
％

以
内

（
河

川
構

造
令

･
同

解
説

第
6
2
条

（
橋

脚
）

）
（

２
）

出
水

期
（

6
/
1
～

1
0
/
3
1
)
の

仮
橋

存
置

可
（

阻
害

率
を

満
足

す
る

必
要

）
（

３
）

Ｈ
鋼

杭
の

堤
体

内
打

設
可

（
Ｈ

鋼
杭

引
き

抜
き

後
の

対
策

が
必

要
）

２
．

経
済

性
仮

橋
工

法
と

仮
水

路
工

法
の

２
工

法
を

検
討

３
．

施
工

性
①

工
事

期
間

を
踏

ま
え

、
出

水
期

で
も

存
置

可
能

な
仮

設
計

画
を

検
討

②
Ｈ

鋼
杭

打
設

に
伴

う
推

進
管

へ
の

影
響

を
検

討
③

Ｈ
鋼

杭
打

設
に

伴
う

堤
体

へ
の

影
響

を
検

討

対
応
：
出
水
期
も
通
行
可
能
と
す
る
仮
橋
計
画
を
策
定

課
題
：
左
岸
へ
進
入
す
る
た
め
仮
設
進
入
路
が
必
要

→
 
河

川
工

作
物

許
可

基
準

の
も

と
、

経
済

性
・

施
工

性
を

踏
ま

え
た

河
川

横
断

工
の

検
討

が
必

要

- 45 -



５
．

課
題

と
対

応
の

整
理

5
-
2
.
 
検
討
テ
ー
マ
２

（
斜
面
工
）

山
林

部
で

の
斜

面
配

管
の

施
工

に
関

し
、

用
地

に
制

約
が

あ
る

中
で

、
斜

面
部

へ
資

材
を

搬
入

す
る

た
め

の
工

法
の

検
討

に
係

る
課

題
と

留
意

点
を

整
理

す
る

。

１
．

用
地

制
約

①
路
線

の
中

心
線

は
用

地
境

界
に

寄
せ

る
こ

と
②

立
木

伐
採

の
範

囲
は

最
小

限
に

す
る

こ
と

（
借

地
範

囲
は

８
ｍ

程
度

）

２
．

経
済

性
施

工
可

能
な

工
法

を
比

較
検

討

３
．

施
工

性
下

段
か

ら
上

段
に

進
む

、
打

っ
て

返
し

の
作

業
性

を
考

慮

１
．

経
済

性
イ

ン
ク

ラ
イ

ン
を

採
用

→
 
１

位
イ

ン
ク

ラ
イ

ン
１

.
０

０
２

位
超

ロ
ン

グ
ア

ー
ム

Ｂ
Ｈ

１
.
０

８
３

位
索

道
１

.
２

５
２

．
施

工
性

イ
ン

ク
ラ

イ
ン

を
採

用
→

 
下

段
か

ら
上

段
に

進
む

、
打

っ
て

返
し

の
作

業
手

順
に

お
い

て
、

段
取

り
替

え
等

も
な

く
単

独
で

管
材

の
運

搬
が

可
能

３
．

用
地

制
約

の
チ

ェ
ッ

ク
①

路
線

の
中

心
線

は
用

地
境

界
に

寄
せ

る
こ

と
→

 
公

図
と

照
合

、
用

地
境

界
立

会
で

確
定

･
･
･

ｏ
ｋ

②
立
木

伐
採

の
範

囲
は

最
小

限
に

す
る

こ
と

（
借

地
範

囲
は

８
ｍ

程
度

）
→

 
イ

ン
ク

ラ
イ

ン
計

画
の

作
業

幅
７

.
７

ｍ
＜

８
.
０

ｍ
･
･
･

ｏ
ｋ

3
1

課
題
：
用
地
制
約
が
あ
り
、
管
材
を
運
搬
す
る
た
め
の

仮
設
道
路
が
設
け
ら
れ
な
い

→
 
経

済
性

・
施

工
性

を
踏

ま
え

た
斜

面
運

搬
路

の
検

討
が

必
要

対
応
：
８
ケ
ー
ス
の
施
工
方
法
を
検
討
し
、
イ
ン
ク
ラ

イ
ン
計
画
を
策
定
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